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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】送水操作から引き続いて送気操作に切換えた時
に、送水管路内から送気送水管路への水の流れ出しを確
実に止めることができるようにして水切れ性を良くする
と共に、太径化を防止した細径な挿入部とすることがで
きる内視鏡の提供。
【解決手段】内視鏡１は、観察窓９の表面に送気送水す
るノズル１１と、送気源１７に接続された送気管路１３
と、送水源１８に接続された送水管路１４と、ノズル１
１と連通する送気送水管路１２と、先端側で送気送水管
路１２が連通するように延在し、基端側で送水管路１４
が送気管路１３の側方から連通して合流するように嵌合
された合流部と、を備え、合流部において、送水管路１
４の開口面が送気管路１３の内面と所定の長さの段差を
有している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察窓の表面に送気送水するノズルと、
　送気源に接続された送気管路と、
　送水源に接続された送水管路と、
　前記ノズルと連通する送気送水管路と、
　先端側で前記送気送水管路が連通するように延在し、基端側で前記送水管路が前記送気
管路の側方から連通して合流するように嵌合された合流部と、
　を備え、
　前記合流部において、前記送水管路の開口面が前記送気管路の内面と所定の長さの段差
を有していることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記開口面が前記送気管路の内径方向に前記内面から突出して、前記段差が形成される
ように前記送水管路が前記送気管路に接続されていることを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡。
【請求項３】
　前記開口面が前記送気管路の外径方向に前記内面から没入して、前記段差が形成される
ように前記送水管路が前記送気管路に接続されていることを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡。
【請求項４】
　前記開口面は、基端方向へ向かって所定の角度を有して斜めに切り欠かれていることを
特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項５】
　送気送水チューブおよび送気チューブが接続される送気管路部材と、
　前記送気管路部材の側方に接続され、送水チューブが接続される送水管路部材と、
　を備えた前記合流部を構成する合流部材を備えたことを特徴とする請求項１から請求項
４のいずれか１項に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の観察窓を洗浄などするために設けられる送気送水管路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように内視鏡は、挿入部の先端に配置された観察窓が内視鏡検査中に被検体の汚
れ、例えば医療用においては体内汚液および体液によって頻繁に汚される。そのため、内
視鏡の観察窓は、表面が汚れる度に、その表面に水が吹き付けられて汚液を洗い流す送水
操作が行なわれ、引き続き表面に残った水を空気で吹き飛ばす送気操作が行なわれる。こ
のようにして、従来から内視鏡は、観察窓の表面に付着した汚れが除去されて、視界不良
が改善される。なお、従来の内視鏡の挿入部の先端には、送気送水用のノズルが観察窓の
表面に向けて配置されている。
【０００３】
　しかしながら、送気用と送水用のノズルを分離して設けると、送気の噴出路と送水の噴
出路とが一致しないことにより、観察窓の表面に付着した水滴を十分に吹き飛ばすことが
できない場合がある。そのために、従来の内視鏡では、送気と送水が同じ開口から噴出す
る送気送水兼用のノズルを設けたものが主流となっている。
【０００４】
　このような従来の内視鏡は、例えば、特許文献１に開示されており、曲げパイプなどか
らなる合流部材が用いられて、挿入部の先端側で送気管路と送水管路が合流した構成とな
っている。特許文献１に開示の内視鏡は、観察窓の表面の汚液を洗い流す送水状態から、
引き続いて観察窓の表面に残った水を空気で吹き飛ばす送気状態に切り換えた時に、加圧
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エアーが送水管路側にも一部流れることで止水できるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平７－６７８３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、従来の内視鏡は、止水効果が不十分であると、送気状態であるにもかかわら
ず、送水管路内の水が送気管路内に流れ出すことになり、観察窓に付着した水滴の除去が
いつまでもできず、水切れ性が悪いという問題がある。
【０００７】
　このような問題を解決するため、従来の内視鏡は、合流部に流路切換部材が設けられて
いる場合がある。しかしながら、従来の内視鏡では、流路切換部材を設けることにより合
流部が大型化し、その結果、内視鏡の挿入部が太径化するなどの欠点があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、
送水操作から引き続いて送気操作に切換えた時に、送水管路内から送気送水管路への水の
流れ出しを確実に止めることができるようにして水切れ性を良くすると共に、太径化を防
止した細径な挿入部とすることができる内視鏡を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明における一態様の内視鏡は、観察窓の表面に送気送水するノズルと、送気源に接
続された送気管路と、送水源に接続された送水管路と、前記ノズルと連通する送気送水管
路と、先端側で前記送気送水管路が連通するように延在し、基端側で前記送水管路が前記
送気管路の側方から連通して合流するように嵌合された合流部と、を備え、前記合流部に
おいて、前記送水管路の開口面が前記送気管路の内面と所定の長さの段差を有している。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、送水操作から引き続いて送気操作に切換えた時に、送水管路内から送
気送水管路への水の流れ出しを確実に止めることができるようにして水切れ性を良くする
と共に、太径化を防止した細径な挿入部とすることができる内視鏡を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第１の実施の形態の内視鏡の送気送水管路の全体構成を示した図
【図２】同、内視鏡の先端部分の外観図
【図３】同、送気管路および送水管路の先端近傍部からノズルまでの部分の構造を示した
部分断面図
【図４】同、合流部の構成を示す断面図
【図５】同、送水時の合流部の断面図
【図６】同、送気時の合流部の断面図
【図７】同、第１の変形例の合流部の構成を示す断面図
【図８】同、第２の変形例の合流部の構成を示す断面図
【図９】同、第３の変形例の合流部の構成を示す断面
【図１０】第２の実施の形態の合流部の構成を示す断面図
【図１１】同、第１の変形例の合流部の構成を示す断面図
【図１２】同、第２の変形例の合流部の構成を示す断面図
【図１３】同、第３の変形例の合流部の構成を示す断面図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
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　以下、本発明である内視鏡について説明する。なお、以下の説明において、各実施の形
態に基づく図面は、模式的なものであり、各部分の厚みと幅との関係、夫々の部分の厚み
の比率などは現実のものとは異なることに留意すべきであり、図面の相互間においても互
いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれている場合がある。
【００１３】
　（第１の実施の形態）
　以下に、本発明の第１の実施の形態について説明する。　
　図１から図９は本発明の第１の実施の形態に係り、図１は内視鏡の送気送水管路の全体
構成を示した図、図２は内視鏡の先端部分の外観図、図３は送気管路および送水管路の先
端近傍部からノズルまでの部分の構造を示した部分断面図、図４は合流部の構成を示す断
面図、図５は送水時の合流部の断面図、図６は送気時の合流部の断面図、図７は第１の変
形例の合流部の構成を示す断面図、図８は第２の変形例の合流部の構成を示す断面図、図
９は第３の変形例の合流部の構成を示す断面図である。
【００１４】
　図１に示すように、本実施の形態の内視鏡１は、操作部２、体腔内へ挿入される挿入部
３およびこの挿入部３の基端に連設されたユニバーサルコード部４を有して構成されてい
る。挿入部３は、操作部２側から順に軟性部５、湾曲部６および先端構成部７を有して構
成されている。
【００１５】
　図２に示すように、挿入部３の先端構成部７は、先端面に照明窓８、観察窓９および処
置具導出口１０が設けられている。また、先端構成部７の先端面には、観察窓９に向けて
空気または水を供給するためのノズル１１が設けられている。
【００１６】
　図１に戻って、ノズル１１には、送気送水管路１２が接続されている。この送気送水管
路１２は、軟性部５内の先端側位置で送気管路１３に連通し、かつ送水管路１４が合流す
るように連結されている。そして、これら送気管路１３および送水管路１４は、操作部２
を経て、ユニバーサルコード部４の先端に設けたコネクタ部１５まで延在している。
【００１７】
　また、操作部２には、送気送水停止状態と、送気状態および送水状態と、の３つの状態
を切り換える送気送水切換弁１６が装着されている。この送気送水切換弁１６は、内視鏡
１の操作部２を把持する手の指で操作可能となっている。
【００１８】
　ユニバーサルコード部４のコネクタ部１５には、送気源としてのエアーポンプ１７およ
び送水源としての送水タンク１８が接続されている。エアーポンプ１７から供給される加
圧エアーは、エアー配管１９を介して送気管路１３と着脱可能に接続されている。
【００１９】
　エアー配管１９には、送水タンク加圧配管２０が接続されている。この送水タンク加圧
配管２０の先端部は、送水タンク１８内の液面上に開口している。また、送水タンク１８
内における液面下には、送水配管２５の一端開口か浸かるように配設されている。この送
水配管２５の他端は、送水管路１４に着脱可能に接続されている。
【００２０】
　即ち、送水タンク加圧配管２０を介して送水タンク１８内に加圧エアーが供給されて、
この送水タンク１８内が加圧されると、送水タンク１８内の圧力上昇と共に、内部に貯留
された水に圧力がかかり、送水配管２５を介して送水管路１４へ送水できるようになって
いる。
【００２１】
　図３では、送気送水管路１２を備えた送気送水チューブ２１、送気管路１３を備えた送
気チューブ２２および送水管路１４を備えた送水チューブ２３をそれぞれ示し、送気チュ
ーブ２２および送水チューブ２３が合流部２８の合流部材２４を介して接続されて、送気
管路１３に送水管路１４が連通するように合流している。また、送気管路１３および送水
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管路１４は、合流部材２４を介して、送気送水管路１２と連通されている。
【００２２】
　なお、挿入部３の先端構成部７には、貫通孔である流体通路２６が形成されている。こ
の流体通路２６は、先端開口側からノズル１１の基端部分が挿嵌される。また、流体通路
２６は、基端開口側から接続パイプ２７の先端部分が挿嵌され、この接続パイプ２７の基
端部分には合流部２８から延びる送気送水チューブ２１の先端部分が外挿して接続されて
いる。
【００２３】
　このように、内視鏡１は、送気チューブ２２および送水チューブ２３が合流部２８に接
続されて、送気送水チューブ２１、接続パイプ２７および流体通路２６を介してノズル１
１が連通する管路構成となっている。
【００２４】
　ところで、合流部２８から先端側に延びる、送気送水チューブ２１は、ここでは例えば
、送気送水管路１２の内径φが０．９ｍｍを備え、全長がおよそ１６０ｍｍのチューブで
ある。また、合流部２８から基端側に延びる送気チューブ２２および送水チューブ２３は
、ここでは例えば、送気管路１３および送水管路１４の内径φが０．９ｍｍを備えたチュ
ーブである。
【００２５】
　ここで、合流部２８の構成について以下に詳しく説明する。　
　合流部２８の合流部材２４は、図４に示すように、送気管路部材２９および送水管路部
材３０の２つの部品で構成されている。　
　送気管路部材２９は、ストレート管であって、その中途部側面に開口部３１が形成され
ている。なお、送気管路部材２９には、送気送水チューブ２１が先端側に接続され、送気
チューブ２２が基端側に接続されている。
【００２６】
　また、送水管路部材３０は、側面から所定の長さ突起して、ここでは紙面上方に向けて
開口する先端開口部３２を備えて略Ｌ字状の送水路を有した構成となっている。そして、
送水管路部材３０の先端開口部３２は、送気管路部材２９の側方に形成された開口部３１
に嵌合されている。
【００２７】
　なお、送水管路部材３０には、送水チューブ２３が基端側に接続されている。こうして
、送気管路部材２９および送水管路部材３０の２つの部品によって、合流部材２４が構成
されている。
【００２８】
　このように送気管路部材２９と送水管路部材３０が組み付けられた状態の合流部２８に
設けられた合流部材２４は、送水管路部材３０の先端開口部３２の先端開口面３３が送気
管路部材２９の管路内面から内径方向に所定の長さＬ１だけ段差を有するように突出して
いる。この先端開口面３３の突出量（突出長）は、ここでは、例えば、０．１ｍｍ以下（
Ｌ１≦０．１ｍｍ）に設定されている。
【００２９】
　なお、合流部材２４を構成する送気管路部材２９および送水管路部材３０の固定は、接
着、圧入、はんだ、ロウ付またはそれらの組合せとして、固定方法は問わないものとする
。また、送気管路部材２９は、先端側と基端側に接続される送気送水チューブ２１および
送気チューブ２２が接着または溶着によって固定されている。同様にして、送水管路部材
３０は、基端部側に接続される送水チューブ２３が接着または溶着によって固定されてい
る。
【００３０】
　なお、送気チューブ２２および送水チューブ２３のチューブ材質は問わないが、流体の
流動性、チューブ外側の他の内蔵物との滑り性などを考慮してフッ素チューブを用いるこ
とが好ましい。
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【００３１】
　以上のように構成された本実施の形態の内視鏡１は、挿入部３を体腔内に挿入して検査
／診断中に観察窓９の表面に体液などの汚物が付着した場合、送気送水切換弁１６を操作
することで、先ず洗浄水がノズル１１より観察窓９に向けて噴出される。こうして、内視
鏡１は、観察窓９に付着した汚物が洗い流される構成となっている。
【００３２】
　この状態から、送気送水切換弁１６を送気状態に切り換える。すると、送気チューブ２
２の送気管路１３内に送気されたエアーポンプ１７からの加圧エアーが合流部材２４の送
気管路部材２９、送気送水チューブ２１の送気送水管路１２、接続パイプ２７および流体
通路２６を介してノズル１１に送気される。この加圧エアーは、ノズル１１から観察窓９
の表面に向けて噴出され、この観察窓９の表面に付着している残水を除去する。
【００３３】
　こうした送水操作および送気操作によって観察窓９の表面の洗浄を検査中に頻繁に行う
ため、送水後の送気では、瞬時に観察窓９の表面に付着した残水を除去することは勿論重
要であるが、それ以上にノズル１１内から出る残水を出来るだけ少なく、かつ短時間で確
実に止めることが重要である。
【００３４】
　そこで、本実施の形態の内視鏡１は、合流部２８の合流部材２４の構成を、送水管路部
材３０の先端開口面３３を送気管路部材２９の管路内側に突出させて止水効果が向上する
ように構成している。
【００３５】
　具体的には、観察窓９の表面に付着した汚物を洗い流す送水直後は、図５に示すように
、合流部材２４内、送気チューブ２２の送気管路１３の先端部分、送気送水チューブ２１
の送気送水管路１２内および送水チューブ２３の送水管路１４内に水が充満した状態とな
る。この図５に示す状態から送気状態に切り換えると、本実施の形態の内視鏡１は、送水
管路部材３０の先端開口面３３を送気管路部材２９の管路内側に突出しているため、図６
中のＰ部に示すように、送気管路部材２９の管路内における先端開口部３２が突出した位
置から先端側に乱流が発生し易くなることで、ノズル１１の方向へ加圧エアーが流れ難く
なる。
【００３６】
　つまり、合流部２８の合流部材２４に発生する乱流により、送気チューブ２２からの加
圧エアーは、送水管路１４内へ流れ易くなる。そして、送水チューブ２３の送水管路１４
内へ流れた加圧エアーは、送水管路１４内の水を基端側、つまり送水タンク１８側へ押し
込むため、送気送水チューブ２１の送気送水管路１２内へ余計な水が流れ難くなる。こう
して、内視鏡１は、合流部２８の合流部材２４内における止水効果が向上する。
【００３７】
　これにより、本実施の形態の内視鏡１の送気送水管路系では、送水操作から引き続いて
送気操作に切換えた時に、送水管路１４からの不必要な水が合流部材２４を介して、送気
送水管路１２内へ流れ難くなり、従来よりも水切れ性が格段に向上する。即ち、内視鏡１
は、送水直後の送気時に、観察窓９の表面の水切れ性の低下要因の１つであるノズル１１
内から出る水滴を瞬時に止めることができるような構成となる。
【００３８】
　以上の説明から、本実施の形態の内視鏡１は、送水操作から引き続いて送気操作に切換
えた時に、送水チューブ２３の送水管路１４内から送気送水チューブ２１の送気送水管路
１２への水の流れ出しが瞬時に止められ、ノズル１１からエアーのみが噴出されるため観
察窓９の表面の水切れ性が向上する構成となる。さらに、内視鏡１は、合流部２８に流路
切換部材のような機械的な構成を設けず、非常に簡単な構成として小型にできる本実施の
形態の合流部材２４を設けることで、挿入部３の太径化を防止でき、その結果、挿入部３
を細径とすることができる。
【００３９】
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　なお、上述した本実施の形態の内視鏡１の合流部２８は、以下の変形例で説明するよう
な構成としても良い。
【００４０】
（第１の変形例）
　図７に示す、ここでの合流部２８の合流部材２４は、上述と同様、送気管路部材２９と
送水管路部材３０の２部品で構成されている。そして、送気管路部材２９の側方に形成さ
れた開口部３１に、送水管路部材３０の先端開口部３２が嵌合している。
【００４１】
　本変形例では、送水管路部材３０の先端開口部３２の先端開口面３３は、先端側が送気
管路部材２９の管路内面から内径方向に所定の長さＬ１だけ突出しており、送気管路１３
の基端方向に向かって所定の角度θ斜めに切り欠かれている。なお、本変形におけるその
他の構成は、上述したものと同じである。
【００４２】
　このように構成された本変形例の内視鏡１でも、上述と同様に合流部２８の合流部材２
４内に乱流が発生して、送気チューブ２２からの加圧エアーが送水管路１４内へ流れ易く
なり、送気送水チューブ２１の送気送水管路１２内へ余計な水が流れ難くなる。このよう
に、本変形例の内視鏡１においても、送水操作から引き続いて送気操作に切換えた時に、
送水チューブ２３の送水管路１４内から送気送水チューブ２１の送気送水管路１２への水
の流れ出しが瞬時に止められて、合流部２８の合流部材２４内における止水効果が向上す
る。そして、内視鏡１は、送気操作時にノズル１１からエアーのみが噴出されるため観察
窓９の表面の水切れ性が向上する構成となる。
【００４３】
（第２の変形例）
　図８に示す、ここでの合流部２８の合流部材２４は、送水管路部材３０の１部品のみで
ある。　
　本変形例では、送気チューブ２２の側面に形成されたチューブ側面開口部３５に、送水
管路部材３０の先端開口部３２が嵌合している。なお、送水管路部材３０の先端開口部３
２の先端開口面３３は、送気チューブ２２の管路内面から内径方向に所定の長さＬ１だけ
突出している。ここでは、送水管路部材３０は、送気チューブ２２の側面に接着または溶
着固定されている。なお、本変形におけるその他の構成は、上述したものと同じである。
【００４４】
　このように構成された本変形における内視鏡１も、上述したものと同じであり、合流部
２８内に乱流が発生することで、送水操作から引き続いて送気操作に切換えた時に、ノズ
ル１１からエアーのみが噴出される構成となり、上述と同様の作用効果を奏する。
【００４５】
（第３の変形例）
　図９に示す、ここでの合流部２８は、合流部材２４を有していない構成となっている。
　
　本変形例では、送気チューブ２２の側面に形成されたチューブ側面開口部３５に、送水
チューブ２３のチューブ先端開口部３６が嵌合している。さらに、送水チューブ２３のチ
ューブ先端開口部３６の先端開口面３３は、送気管路１３の管路内面から内径方向に所定
の長さＬ１だけ突出している。ここでは、送水チューブ２３のチューブ先端開口部３６は
、送気チューブ２２の側面に接着または溶着固定されている。なお、本変形におけるその
他の構成は、上述したものと同じである。
【００４６】
　このように構成された本変形における内視鏡１も、上述したものと同じであり、合流部
２８内に乱流が発生することで、送水操作から引き続いて送気操作に切換えた時に、ノズ
ル１１からエアーのみが噴出される構成となり、上述と同様の作用効果を奏する。
【００４７】
　（第２の実施の形態）
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　次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。本実施の形態は、上述した第１の
実施の形態と同一の部材には同一の符号を付し、それらの詳しい説明を省略する。なお、
図１０から図１３は本発明の第２の実施の形態に係り、図１０は合流部の構成を示す断面
図、図１１は第１の変形例の合流部の構成を示す断面図、図１２は第２の変形例の合流部
の構成を示す断面図、図１３は第３の変形例の合流部の構成を示す断面図である。
【００４８】
　本実施の形態の内視鏡１における合流部２８の合流部材２４は、第１実施例と同様、送
気管路部材２９と送水管路部材３０の２部品で構成されている。ここでも合流部材２４に
おける送気管路部材２９の側方に形成された開口部３１には、送水管路部材３０の先端開
口部３２が嵌合しており、本実施の形態においては、送水管路部材３０の先端開口部３２
の先端開口面３３が所定の長さＬ２だけ、送水管路１４側である送気管路部材２９の肉厚
部内、換言すると送気管路部材２９の外径方向に段差を有して凹部が形成されるように没
入（引っ込んだ状態）して接続されている。なお、この段差の所定の長さＬ２は、例えば
、０．１ｍｍ以下（Ｌ２≦０．１ｍｍ）である。
【００４９】
　このような構成としても、本実施の形態の内視鏡１は、送水操作から引き続いて送気操
作に切換えた時に、送気管路部材２９の管路内面に形成された凹部に送水管路部材３０の
先端開口部３２が位置するため、合流部２８の合流部材２４内に乱流が発生することで、
加圧エアーが送水管路部材３０にも送気され易くなる。そのため、内視鏡１は、送気操作
時に、送水管路１４からの不必要な水が合流部材２４を介して、送気送水管路１２内へ流
れ難くなり、従来よりも水切れ性が格段に向上する。これにより、ここでの内視鏡１でも
、送水操作から引き続いて送気操作に切換えた時に、送水チューブ２３の送水管路１４内
から送気送水チューブ２１の送気送水管路１２への水の流れ出しが瞬時に止められ、ノズ
ル１１からエアーのみが噴出されるため観察窓９の表面の水切れ性が向上する構成となる
。さらに、内視鏡１は、ここでも、合流部２８に流路切換部材のような機械的な構成を設
けなくて良く、挿入部３の太径化を防止でき、その結果、挿入部３を細径とすることがで
きる。
【００５０】
　なお、上述した本実施の形態の内視鏡１の合流部２８は、以下の変形例で説明するよう
な構成としても良い。
【００５１】
（第１の変形例）
　図１１に示すように、ここでの合流部２８の合流部材２４も、第１実施例と同様、送気
管路部材２９と送水管路部材３０の２つの部品で構成されている。　
　送気管路部材２９の側方に形成された開口部３１に、送水管路部材３０の先端開口部３
２が少なくとも一部が嵌合している。さらに、送水管路部材３０の先端開口部３２の先端
開口面３３は、送気管路１３の基端方向に向かって送気管路部材２９の肉厚部内、即ち送
気管路部材２９の外径方向に所定の角度θを有して斜めに切り欠かれており、且つ最基端
が送水管路１４側に所定の長さＬ２を有した段差が形成されるように没入している（引っ
込んでいる）。なお、本変形におけるその他の構成は、上述したものと同じである。
【００５２】
　このように構成された本変形例の内視鏡１でも、上述と同様に、合流部２８の合流部材
２４内に乱流が発生することで、送気チューブ２２からの加圧エアーが送水管路１４内へ
流れ易くなり、送気送水チューブ２１の送気送水管路１２内へ余計な水が流れ難くなる。
このように、本変形例の内視鏡１においても、送水操作から引き続いて送気操作に切換え
た時に、送水チューブ２３の送水管路１４内から送気送水チューブ２１の送気送水管路１
２への水の流れ出しが瞬時に止められて、合流部２８の合流部材２４内における止水効果
が向上する。そして、内視鏡１は、送気操作時にノズル１１からエアーのみが噴出される
ため観察窓９の表面の水切れ性が向上する構成となる。
【００５３】
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　（第２の変形例）
　図１２（ａ），（ｂ）に示すように、本変形例の合流部２８の合流部材２４は、第１実
施例と同様に送気管路部材２９と送水管路部材３０の２つの部品で構成されている。　
　ここでも合流部材２４における送気管路部材２９の側方に形成された開口部３１には、
送水管路部材３０の先端開口部３２が嵌合しており、送水管路部材３０の先端開口部３２
の先端開口面３３が所定の長さＬ２だけ、送水管路１４側である送気管路部材２９の肉厚
部内、換言すると送気管路部材２９の外径方向に段差を有して凹部が形成されるように没
入（引っ込んだ状態）して接続されている。
【００５４】
　本変形例では、上述の実施例に対して、合流部２８より基端側の送気チューブ２２と送
水チューブ２３の肉厚が、耐久性向上ため厚肉化されている。詳述すると、合流部２８に
近いＸＩＩ－ＸＩＩ断面では、送気チューブ２２と送水チューブ２３が密着するように接
続されている。
【００５５】
　このとき、各チューブ２２，２３の肉厚には、ばらつきがあるため、両チューブ２２，
２３を密着させると、送気管路部材２９と送水管路部材３０との間にクリアランス３７が
形成される。このクリアランス３７には、接着剤３８などが充填されて、送気管路部材２
９と送水管路部材３０が固着される。
【００５６】
　このように、本変形例の構成では、送気管路部材２９の側方に形成された開口部３１に
、送水管路部材３０の先端開口部３２が嵌合している構造で、送気管路部材２９と送水管
路部材３０の嵌合位置を調整自在である。そのため、合流部２８に接続される基端側の送
気チューブ２２と送水チューブ２３は、それらの肉厚が多少ばらついても、それぞれを密
着させた状態で送気管路部材２９と送水管路部材３０を固着して合流部２８を形成させる
ことができる。
【００５７】
　これにより、送気チューブ２２と送水チューブ２３を密着させた径方向の合計の長さＸ
１の寸法以下で、合流部２８としての合流部材２４の長手方向に直交した短手方向の長さ
Ｘ２（Ｘ１＜Ｘ２）で送気管路部材２９と送水管路部材３０を組付けることができる。な
お、その他の構成および作用効果は、上述と同じである。
【００５８】
　（第３の変形例）
　図１３（ａ），（ｂ）に示すように、ここでの合流部２８より基端側の送気チューブ２
２と送水チューブ２３は、それらの内径が流量向上のため操作部２側まで太径化されてい
る。
【００５９】
　合流部２８に近いＸＩＩＩ－ＸＩＩＩ断面では、送気チューブ２２と送水チューブ２３
が密着している。その他の構成は、上述の第２の変形例と同じである。このような構成と
しても、上述の各作用効果を備えた構成となる。
【００６０】
　なお、内視鏡１の構成は、上記した各実施の形態またはそれらの各変形例に限定される
ものではなく、例えば、合流部２８より操作部２側の送気チューブ２２と送水チューブ２
３をほぼ全長に亘って、２つのチャンネルが形成されたマルチルーメンチューブなどとし
ても構わない。
【００６１】
　以上説明したように、本発明の内視鏡１では、合流部２８で、送水管路１４の先端開口
面３３を送気管路１３の内面に対して突出または没状態になるように送気管路１３の内面
に対して段差を形成したので、送水直後の送気時に、その段差部で乱流が発生することで
加圧エアーを送水管路１４側に流れ易い構成としている。その結果、水切れ性が悪い現象
の１つである送水管路１４内からの水の流れ出しを、送気時に瞬時に確実に止めることが
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でき、観察窓の表面に水滴を残すことなく加圧エアーで吹き飛ばせる構成として、鮮明な
内視鏡観察像を速やかに得ることができるようになる。
【００６２】
　上述の実施の形態に記載した発明は、その実施の形態および変形例に限ることなく、そ
の他、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能であ
る。さらに、上記実施の形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の
構成要件における適宜な組合せにより種々の発明が抽出され得るものである。
【００６３】
　例えば、実施の形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、述べ
られている課題が解決でき、述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が削
除された構成が発明として抽出され得るものである。
【符号の説明】
【００６４】
１…内視鏡
２…操作部
３…挿入部
４…ユニバーサルコード部
５…軟性部
６…湾曲部
７…先端構成部
８…照明窓
９…観察窓
１０…処置具導出口
１１…ノズル
１２…送気送水管路
１３…送気管路
１４…送水管路
１５…コネクタ部
１６…送気送水切換弁
１７…エアーポンプ
１８…送水タンク
１９…エアー配管
２０…送水タンク加圧配管
２１…送気送水チューブ
２２…送気チューブ
２３…送水チューブ
２４…合流部材
２５…送水配管
２６…流体通路
２７…接続パイプ
２８…合流部
２９…送気管路部材
３０…送水管路部材
３１…開口部
３２…先端開口部
３３…先端開口面
３５…チューブ側面開口部
３６…チューブ先端開口部
３７…クリアランス
３８…接着剤
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